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【序】  芳香族トリアルキルアミド誘導体は、π-π 相互作

用と vdW 相互作用および分子間水素結合に起因したナ

ノファイバーやデスコティックカラムナー液晶相といっ

た一次元分子集合体を形成し、アルキルアミド基の分極

反転に由来した強誘電物性を発現する事が報告されてい

る  [1 ] ,  [2 ]。当研究室では、水素結合性の分子集合体にお

ける配列および分子運動制御と多重機能性発現へのアプ

ローチとして、多様な π 電子骨格にアルキルアミド基を

導入している  [3 ]。本研究では、非平面構造を有する三回

対称性分子に 3 本のアルキルアミド基を導入した分子 1

と 2 を合成し、その分子集合体構造と誘電物性に関する

検討を行ったので報告する。  

【実験】 分子 1 および 2 は、対応するアルコールおよび

アミンをアセトンまたはジクロロメタン中で酸クロリド

と反応させることで合成した。両分子の相転移挙動を TG

および DSC によって評価し、その分子集合体構造を偏光

顕微鏡観察および VT-PXRD 測定から検討した。また、

交流インピーダンス法による誘電物性の測定および分極

―電場曲線の測定から、分子集合体中における動的挙動

について検討した。  
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Figure 1. 分子 1 の DSC

Figure 2. 分子 1 の PXRD 
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【結果と考察】分子 1 の DSC 曲線は、340 K 近傍で温度

掃引速度に依存したベースラインのシフトを示し、偏光

顕微鏡観察および PXRD パターンから、この温度域でガ

ラス－柔粘性結晶間の転移を伴う事が明らかとなった

(Figs. 1 and 2)。また、誘電率測定では 340 K 付近から誘

電率の虚部 ε2 の増加が見られ、周波数に依存した誘電ピ

ークの極大が出現した (Fig. 3)。この誘電緩和から得られ

る緩和時間 τ は、非アレニウス型の温度依存性を示し、

VFT 式 (eq. 1)により、T0  = 329 K と算出された (Fig. 4)。

以上の誘電緩和挙動から、ガラス転移温度以上において

アルキルアミド基の熱活性型の分子運動の存在が示唆さ

れる。一方、分子 2 では、明瞭な結晶―等方性液体間の

相転移が 483 K に出現し、分子集合体構造が分子 1 とは

大きく異なると考えられる (Fig. 5)。アルキルアミド置換

トリフェニルアミン誘導体は、分子が一次元に配列する

ことで、中心骨格の三回対称性に由来したねじれスメク

チック型のパッキング構造をとることが報告されている

[4 ]。しかしながら、分子 2 の誘電率測定では、アルキル

アミド基の回転運動に由来した誘電異常は見られなかっ

た (Fig. 6)。当日の発表では、分子中心骨格の分子構造に

由来したパッキング様式の変化と分子運動の自由度に関

する考察を行う。  

	 exp   1  

【記号】τ：緩和時間 , τ∞：高温極限における緩和時間 , B,  

T0：フィッティングパラメーター   
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Figure 4. 分子 1 の  
緩和時間の温度依存性  

Figure 5. 分子 2 の DSC
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Figure 3. 分子 1 の誘電率

(ε
2
)の温度―周波数依存性  
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Figure 6. 分子 2 の誘電率  
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)の温度―周波数依存性  
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